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農研機構西日本農業研究センター
地域営農グループ
兼 植物防疫研究部門
雑草防除グループ

浅見　秀則

背景

帰化アサガオ類（Ipomoea spp.）は
ダイズ圃場における難防除雑草であ
り，近年では，アメリカアサガオ（I. 

hederacea (L.) Jacq.），マルバアメリカ
アサガオ（I. hederacea (L.) Jacq. var. 
integriuscula A. Gray），ホシアサガオ（I. 

triloba L.），マメアサガオ（I. lacunosa 
L.）， マ ル バ ル コ ウ（I. coccinea L.）
等の侵入が確認されている（平岩ら 
2007; 池尻ら 2015; 河野ら 2020; 浅
見ら 2021）。

ダイズ圃場では帰化アサガオ類に対
して有効な除草剤が限られており，土
壌処理剤の効果は低く（Crowley et 

al. 1979; 住吉・保田 2011），広葉用
の選択性茎葉処理剤であるベンタゾン
液剤，フルチアセットメチル乳剤およ
びイマザモックスアンモニウム塩液
剤も単独では高葉齢個体の枯殺は困
難である（澁谷ら 2006；杉浦・平岩 
2008; Asami et al. 2021）。従って，
化学的防除手段に加え，帰化アサガオ
類の発生消長や開花フェノロジー、種
子生産等の生態的特性の解明に基づく
耕種的防除手段を組み合わせた総合的
管理技術を構築する必要がある。

圃場の雑草管理においては，当年の
雑草の発生や生育を抑制するだけでな
く，翌年以降の埋土種子量を低減する
ための管理が重要であり，そのために
は雑草の生殖成長期の特徴把握が必要
である。また，開花フェノロジーの解
明は，種子の生産時期や生産量の予測

にも役立つと考えられる。マメアサガ
オやマルバアメリカアサガオを含む複
数種のヒルガオ属について，開花時期
や種子生産の比較を行った先行研究
は あ る が（Crowley and Buchanan 
1982），マルバルコウやホシアサガオ
については調査されておらず，また，
帰化アサガオ類の開花フェノロジーや
種子生産に関する特性を同一条件下で
比較検討した研究事例は見当たらな
い。そこで，本研究では，国内のダイ
ズ圃場で特に問題となっている主要な
帰化アサガオ類 4 草種（マルバルコ
ウ，マメアサガオ，マルバアメリカア
サガオ，ホシアサガオ）について同一
栽培条件下における開花フェノロジー
や種子生産特性を調査し，草種間での
比較により各草種の生態的特性の解
明を試みた。なお，本稿は Asami et 

al.（2023）の内容を一部抜粋，改変
して再編集したものである。

材料および方法

（１）試験概要

試験は 2017 ～ 2019 年に農研機構
西日本農業研究センター（広島県福山
市）の網室または屋外で実施した。供
試草種はマルバルコウ，マメアサガオ，
マルバアメリカアサガオ，ホシアサガ
オの 4 草種で，種子は前年に広島県
または岡山県で採集した。試験には水
田土壌（灰色低地土）を充填した 20L
のプランターを供試し，無施肥で栽培
した。播種は 7 月 3 日～ 7 月 24 日に

行い，広島県の慣行栽培に準じてダイ
ズ播種直後に帰化アサガオ類が出芽す
る時期を想定した。各草種それぞれ 3
プランターで栽培し，１プランターあ
たり 4 株植えとした。

（２）調査方法

帰化アサガオ類の開花期間中は毎
朝，プランター毎に合計開花数を調
査した。開花した花の花柄部分に開
花日を記入した針金荷札（60mm×
30mm）を括り付け開花数を調査し
た。成熟後の種子は風雨によって落下
する可能性があったため，2 ～ 7 日に
1 度の頻度で定期的に収穫した。収穫
時は開花日が記録された荷札を併せて
回収し，開花時期毎の稔実率等の推定
に用いた。収穫の基準は花柄や果皮が
枯れ上がり，果実内の種子が黒色硬実
種子となって果皮から分離した状態を
目安とした。

2017 ～ 2018 年に種子の生存率調
査を行うため，採種直後に発芽試験を
実施した。供試種子数は 1 反復 10 ～
15 粒で 3 反復とし，刺傷処理後に湿
潤海砂上に置床して 25℃暗条件 2 週
間での発芽数を調査した。未発芽種子
は，胚断面で切断して TTC (2, 3, 5 - 
Triphenyl-tetrazolium chloride) 水
溶液（0.1% w/v）に 12 時間浸漬し，
生死判別を行った。発芽数と TTC 検
定の生存判定種子数を併せて生存率を
算出した。

開花数の推移および総開花数には実
測値を用いた。日ごとの推定稔実率は
以下の式で算出した。

帰化アサガオ類の開花期と
種子生産性の違い
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浅見：帰化アサガオ類の開花期と種子生産性の違い　3

  稔実率＝収穫時に回収した荷札の 
数／開花日に付けた荷札の数 ×100

栽培期間中の平均稔実率は総開花数と
総果実数の実測値から算出した。日ご
との推定果実数は，開花数の実測値に
推定稔実率を乗じて算出した。総果実
数は実測の値を用いた。日ごとの果実
あたりの種子数は収穫時に開花日の荷
札が付いていた果実の数とそれらに含
まれる種子数から算出した。栽培期間
平均の果実あたりの種子数は総果実数
と総種子数の実測値から算出した。種
子 100 粒重は収穫した果実数が最も
多かった日の種子重を種子数で除して
算出した。一株当たりの種子重は実測
した総種子数と 100 粒重の値から算
出した。

本試験ではプランターを反復とし
て，4 株の平均値を反復の代表値とし
た。総開花数，推定稔実率，および種
子生産の各構成要素の草種間差につい
て，年次をブロック因子とする乱塊
法として，分散分析を行った。また，
各年次について，草種毎に Tukey の
HSD 法による多重比較を行った。有
意水準は 5％とし，稔実率のデータ
は解析前にアークサイン変換を行っ
た。統計解析には JMP13.0.0（SAS 
Institute）を用いた。

結果および考察

（１）	 開花フェノロジー

図 -1 に帰化アサガオ類 4 種の開花
推移を示す。開花始期はマルバアメリ
カアサガオが最も早く，次いでマメア
サガオ，マルバルコウ，ホシアサガオ
の順であった（3 年間平均：それぞれ
8 月 22 日，8 月 27 日，8 月 28 日，
9 月 12 日）。各草種の平均開花期間は，
マルバアメリカアサガオでは40日間，
マルバルコウでは 38 日間，ホシアサ
ガオでは 37 日間，マメアサガオでは
36 日間であった。1 株あたりの日最
高開花数（3 年間平均）はホシアサガ
オが 28.0，マメアサガオが 27.5，マ
ルバルコウが 19.2，マルバアメリカ
アサガオが 11.1 であった。

帰化アサガオ類 4 種はそれぞれ特
徴的な開花パターンを示した。マルバ
ルコウの日最高開花数はマメアサガオ
やホシアサガオと比較して少なかった
が，開花期間はマルバアメリカアサガ
オに次ぐ長さであった。よって，マル
バルコウはピーク時の開花数を抑制
し，他の草種と比較して長期間開花し
続けることで，長期間安定的に種子を
生産すると推察された。マメアサガオ
は開花期間が 4 草種の中で最も短かっ

たが，1 日あたりの開花数は最も多
かったことから，短期間で一斉に開花・
種子生産を行う特性を有していると考
えられた。マルバアメリカアサガオは
開花期間が 4 草種の中で最も長いも
のの，1 日あたりの開花数は最も少な
かったことから，長期間に渡って種子
生産が可能な一方，他の草種と比較し
て日ごとの種子生産量は少なくなる傾
向と推察された。ホシアサガオは他の
草種と比較して開花時期が 16 ～ 22
日遅く，開花期間はマメアサガオに次
いで短かった。ホシアサガオの開花期
間は短いが，日最高開花数は 4 草種
のなかで最も多く，突出した開花ピー
クが現れるマメアサガオと開花パター
ンが類似していた。

（２）	 種子生産特性

図 -2 に帰化アサガオ類 4 種の推定
稔実率の推移を示す。推定稔実率の
最高値はマルバアメリカアサガオお
よびホシアサガオでは 100％，マメ
アサガオでは 97％，マルバルコウで
は 93％，最低値は 0 ～ 3% であった。
マメアサガオおよびホシアサガオでは
開花日が遅くなるほど推定稔実率は低
下する傾向（有意な相関関係）が認め
られ，またマルバルコウ，ホシアサガ
オでは開花日の日平均気温と推定稔実
率との間に正の相関関係が認められた

図-1 帰化アサガオ類4種の開花数の推移（2017年）（Asami et al. 2023より⼀部改変）
エラーバーは標準誤差（n=3）

図-3 帰化アサガオ類4種の推定果実数の推移（2017年）（Asami et al . 2023より⼀部改変）

エラーバーは標準誤差（n=3）。推定果実数は，⽇開花数の実測値に推定稔実率を乗じて算出した。
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図 -1　�帰化アサガオ類 4種の開花数の推移（2017 年）（Asami�et�al .�
2023 より⼀部改変）

エラーバーは標準誤差（n=3）

図-2 帰化アサガオ類4種の推定稔実率の推移（2017年）（Asami et al.  2023より⼀部改変）

図-4 帰化アサガオ類4種の種⼦⽣存率の推移（2017年）（Asami et al . 2023より⼀部改変）

エラーバーは標準誤差（n=3）。推定稔実率は，開花期間中に取り付けた荷札のうち着果後まで残存
した荷札の割合から算出した。

エラーバーは標準誤差（n=3）。種⼦⽣存率は，発芽試験およびTTC検定の⽣存判定種⼦数を合計し
て算出した。
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図 -2　�帰化アサガオ類 4種の推定稔実率の推移（2017 年）（Asami�
et�al .�2023 より⼀部改変）

エラーバーは標準誤差（n=3）。推定稔実率は，開花期間中に取り付け
た荷札のうち着果後まで残存した荷札の割合から算出した。
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（データ略）。マルバアメリカアサガオ
の推定稔実率については開花時期およ
び開花日の日平均気温のいずれとも相
関関係が認められなかった。

図 -3 に帰化アサガオ類 4 種の推定
果実数の推移を示す。1 日あたりの 1
株あたりの最多果実数はマメアサガ
オ，ホシアサガオ，マルバルコウ，マ
ルバアメリカアサガオの順に多かっ
た。また，総果実数の 9 割の生産に
要する日数（3 か年の平均）はマルバ
ルコウ，マルバアメリカアサガオ，マ
メアサガオ，ホシアサガオの順に長く，
それぞれ 34 日，30 日，15 日，14 日
であった。

図 -4 に帰化アサガオ類 4 種の生存
種子率の推移を示す。平均種子生存率

（3 か年の平均）はマメアサガオ，マ
ルバアメリカアサガオ，ホシアサガ
オ，マルバルコウの順に高く，それぞ
れ 95％，86％，85％，73％であっ
た。草種毎に日ごとの種子生存率の変

動幅は異なり，マルバルコウでは 92
～ 100％，マメアサガオでは 100％，
マルバアメリカアサガオでは 53 ～
97％，ホシアサガオでは 60 ～ 100％
であった。　

表 -1 に帰化アサガオ類 4 種の総開
花数および種子生産構成要素を表 2-2
に示す。1 株あたりの総開花数はマル
バルコウ，マメアサガオ，ホシアサガ
オ，マルバアメリカアサガオの順に高
く，それぞれ 502，352，320，179
花 株 -1 であった。稔実率はマメアサ
ガオの 74.7％が最も高く，次いでホ
シアサガオが 68.3％，マルバルコウ
が 67.0％，マルバアメリカアサガオ
が 52.9％であった。1 株あたりの総
果実数はマメアサガオ，マルバルコウ，
ホシアサガオ，マルバアメリカアサガ
オの順に高く，それぞれ 334，311，
250，101 個 株 -1 であった。1 株あ
たりの総種子数はマルバルコウ，ホシ
アサガオ，マメアサガオ，マルバア

メリカアサガオの順で高く，それぞれ
985，831，616，405 粒 株 -1 であっ
た。種子 100 粒重はマルバアメリカ
アサガオが 3.29g で最も高い値であ
り，次いでマメアサガオが 2.42g，ホ
シアサガオが 1.91 ｇ，マルバルコウ
が 1.17g であった。1 株あたりの総種
子重はホシアサガオが 15.9g で最も
高く，次いでマメアサガオが 14.9g，
マルバアメリカアサガオが 13.6g，マ
ルバルコウが 11.6g であった。

種子生産特性についても帰化アサガ
オ類 4 種はそれぞれ異なる特徴を示
した。マルバルコウの推定稔実率の日
変動幅は 4 草種の中で最も小さく（図
-2），他の草種と比較しても長期間開
花し続けた（図 -1）。従って，長期間
開花し続けながら稔実率の日変動を低
く抑えることで長期安定的に種子を生
産する戦略を選択し，生育途中の刈り
取りや生育不良等による種子生産停止
のリスクを軽減すると共に，成熟時期
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（データ略）。マルバアメリカアサガオ
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浅見：帰化アサガオ類の開花期と種子生産性の違い　5

の異なる多様な埋土種子を生産するこ
とが可能と考えられた。また，マルバ
ルコウの総開花数と推定稔実率との間
には有意な負の相関関係が認められた
ことから（データ略），両者はトレー
ドオフの関係にあり，単純な開花数の
増加は種子生産量の向上に寄与しない
と推察された。

マメアサガオは開花ピーク時の推定
果実数が 4 草種の中で最も高かった
ことから（図 -3），帰化アサガオ類 4
種の中でも特に短期間で一斉に開花・
着果する特性を有していると考えられ
た。加えて，開花日が遅くなるほど推
定稔実率は低下する傾向であることか
ら（図 -2），マメアサガオを効率的に
防除する上では種子生産力が優れてい
る生殖成長期前半の種子生産を抑制す
る除草管理が肝要である。また，マメ
アサガオもマルバルコウと同様，総開
花数と推定稔実率との間に有意な負の
相関関係が認められたため（データ
略），単純な開花数の増加は種子生産
量の向上に寄与しないと考えられた。

マルバアメリカアサガオは開花期
間が 4 草種の中で最も長い一方，1 日
あたりの最大開花数は最も低く（図
-1），推定稔実率の日変動幅はホシア
サガオと並んで最も大きかった（図
-2）。よって，マルバアメリカアサガ
オは長期間に渡って種子を生産する能
力を有するものの，他の草種と比較し
て種子生産が不安定かつ低位な特性を
有していることが明らかになった。ま
た，総開花数と推定稔実率との間に負
の相関関係が，総種子数および総種子

重との間に正の相関関係が認められた
ことから（データ略），マルバアメリ
カアサガオには開花数と稔実率との間
にトレードオフの関係は存在するもの
の，総開花数の増加は種子生産量の増
加に寄与する可能性が示唆された。

ホシアサガオは開花時期が他の 3
草種と比較して半月以上遅く，開花期
間も短いが，突出した開花ピークが出
現するマメアサガオと開花パターン
が類似した（図 -1）。総開花数はマル
バアメリカアサガオに次いで少ない
が（表 -1），総開花数と総種子数およ
び総種子重の間には有意な正の相関関
係が認められた（データ略）。従って，
生育環境が改善し，ホシアサガオの着
花数が増加することで種子の増産は可
能と推察された。ただし，ホシアサガ
オの推定稔実率は開花日が遅いほど，
また日平均気温が低いほど低下する傾
向であったことから（図 -2），開花時
期の遅れに伴う生殖成長期後半の気温
低下が種子生産の律速因子となってお
り，より温暖な地域や，今後の秋季の
温暖化によっては開花数や種子生産量
が増加する可能性も考えられた。

（３）終わりに

除草剤による化学的防除が困難とさ
れる帰化アサガオ類について，生態的
特性の解明に基づく新たな管理技術の
開発が求められていることから，本研
究では国内のダイズ圃場で問題となる
主要な帰化アサガオ類 4 草種につい
て，それぞれの開花フェノロジーと種
子生産の特性解明を目的とした。開花

フェノロジーは草種毎に異なり，ホシ
アサガオの開花時期は他 3 草種より
も半月程度遅く，ホシアサガオ以外
の 3 草種は開花期間がおおよそ一致
した。種子生産特性も草種毎に異なる
特徴が認められ，開花数および種子生
産数はマルバルコウ，マメアサガオ，
ホシアサガオ，マルバアメリカアサガ
オの順に高い傾向であった。また，マ
メアサガオ，ホシアサガオは生殖成長
期後半になるほど稔実率が低下する傾
向であった。開花数と稔実率，種子生
産量との関係も草種毎に異なり，本試
験の結果から帰化アサガオ類は草種に
よって開花フェノロジーおよび種子生
産特性が異なることが明らかになっ
た。
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